


暗闇に淡～く光る

秋へ向かう西丹沢

こっそり秋がやってきた

ハチ　ピンチ！！

ツバメの子、その後…

　９月、丹沢の稜線では少しずつ淡くなってきた緑と黄色や

赤の色が混ざり始め、トリカブトやヤマホトトギス、アザミ

の仲間などの紫やピンク色、ヤブタバコの仲間やキオンのよ

うな黄色など木々の葉も花も色合い豊かになります。

　そんな季節、ブナの大木（枯れ木）にはあるキノコが生え

ます。ヒラタケに似ており、間違えて食べると中毒を起こす

キノコ。そして、昼と夜の姿が全く違うイメージのキノコで

す。昼間は地味な感じの茶色のキノコ。暗闇では怪しい、で

も肉眼ではなかなかとらえきれない光を放つのです。このキ

ノコは「ツキヨタケ」。昼間にブナの森を歩き、枯れ木にこ

のキノコを見つけるたびに、夜に来てみたいと思わせるキノ

コです。

　丹沢のような急峻な地形の場所では夜の登山道歩きはお勧

めできませんが、山小屋などに泊まった時にちょっと夜の世

界を眺めてみるはどうでしょうか。きっと昼間とは違った景

色が広がっているはずです！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷脇）

　今年の夏は暑く、真夏日が続きました。滝までのハイ

キングなど、水を求めに来る人が多くいましたが、暑さ

も8月後半には穏やかになりました。

　山の上はマルバダケブキなどの夏の花から、シロヨメ

ナなどの秋の花に移りつつあります。秋の西丹沢といえ

ば、秋の花が楽しめます。山の上では9月中旬のヤマトリ

カブトが、沢沿いでは下旬にイワシャジンが人気です。

　紅葉は山の上で９月

下旬から始まります。

他にはシロヨメナやホ

ソエアザミが見られ、

沢沿いではシラヒゲソ

ウやダイモンジソウが

咲いています。

　今年はヤマトリカブトが８月24日に咲き始めました。時

期はだいたい平年並みでしょう。

　秋の西丹沢は、落ち葉と日没の影響から山岳遭難事故が

多くなります。落ち葉が積もって登山道が不明瞭になり、

道迷いを起こし易くなります。

日没時間は、７月半ばには19時くらいだったのが、９月末

には17時半より早くなります。

　準備を怠らずに、楽しく安全な登山を心がけて下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（倉持） 

　まだまだ暑さが残るこの季節。山を登っていると汗がじ

わじわ湧いてきますが、ふと登山道の脇に目をやると、初

秋の花やキノコなどが、そっと近づいてくる秋の訪れを教

えてくれます。

　登山道脇にニョキっと現われたのは…紫色のサンゴ？！

まるで、ここだけ海の中のようです。しかし、これはサン

ゴではなく、ムラサキホウキタケというキノコの仲間で、

秋の林内にみられます。

　箱根も初秋に入り、蜂たちは巣作りに大忙し。あっち行ったり、そっち行

ったりと、これからの季節に向けてあくせく働いています。

　そんなある日、一匹の「セグロアシナガバチ」がクモの巣の罠に引っかか

っていました。必死に羽をはばたかせ、どうにか脱出しようと試みるも、な

かなか抜け出せず。反対にクモは、こんな獲物なので必死に近寄ろうとしま

すが、なかなか近寄れず。この光景を眺めていたら失笑してしまいました。

　後日、この現場を改めて見に行ったら巣はボロボロになり、蜂の姿はあり

ませんでした。おそらく激しく暴れて脱出したのでしょう。蜂も必死ですが

クモも必死。自然の摂理を垣間見た気がします。

　８月中旬の朝、ツバメの集まる湖尻水門で無事に放野することがで

きました。飛行訓練中に猫に襲われたときは正直な気持ちもうダメか

と思いましたが、どうにか順調に回復し、羽ばたきも力強くなり、体

重も安定してきました。後はお天気予報を見て、いよいよ放野！仲間

に必死についていく姿にガンバレーと心からエールを送りました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石原・加藤）
　ツバメを放野した湖尻水門保護されたツバメ

ムラサキホウキタケ ヤマホトトギス

シロヨメナマルバダケブキ

ツキヨタケ

上：真っ暗な中で撮影した様子

左：昼間の様子

右：朽木にびっしり

イワシャジン

ハコネギク

　秋の花、ヤマホトトギスも咲いていました。花の形がく

るくる回るメリーゴーランドみたいでかわいらしいです。

ハコネギクの仲間も咲き始め、これからの菊のシーズンも

やってきます。

　自然に目を向けて、こっそりと近づいてくる秋をさがし

に、ぜひ丹沢に足を運んでみてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柳沢）
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